
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
令
和
３

年
６
月
11
日
、W
e
b
会
議
ツ
ー
ル「
Z
O
O
M
」

に
よ
り
第
43
回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席

者
は
13
人
。
山
田
秀
雄
西
日
本
組
合
事
務
局
長

の
司
会
で
進
行
。
安
藤
宏
行
副
会
長
が
開
会
の

辞
を
述
べ
、
清
水
雄
一
郎
会
長
が
挨
拶
し
た
の

ち
議
長
を
務
め
た
。
提
出
議
案
の
「
令
和
２
年

度
事
業
報
告
書
及
び
決
算
関
係
書
類
承
認
の

件
」「
令
和
３
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
並

び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件
」

「
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動
推
進
協
議
会
の
件
」

「
担
当
委
員
選
任
の
件
」
は
、
い
ず
れ
も
原
案

通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
「
役
員
改
選
の
件
」
は
、

選
任
制
の
方
法
で
理
事
14
人
、
監
事
２
人
が
選

出
さ
れ
た
。

最
後
に
廣
濵
泰
久
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述

べ
終
了
し
た
。

会
長
に
廣
濵
泰
久
氏（
新
任
）

副
会
長
に
清
水
雄
一郎
氏　

安
藤
宏
行
氏

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
令
和
３
年
６
月
11
日
、

We
b
会
議
ツ
ー
ル
「
Z
O
O
M
」
に
よ
り
開
催
し
た
第
43
回
定
時

総
会
終
了
後
の
理
事
会
に
お
い
て
、
会
長
、
副
会
長
、
専
務
理
事
を

選
出
し
た
。
新
役
員
は
次
の
通
り
。

会
　
　
長

廣
濵
泰
久
（
東
日
本
組
合
理
事
長
・
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
取
締
役
会
長
）

副 

会 

長

清
水
雄
一
郎
（
西
日
本
組
合
理
事
長
・
大
阪
製
罐
㈱
代
表
取
締
役

社
長
）・
安
藤
宏
行
（
中
部
組
合
理
事
長
・
日
東
製
罐
販
売
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）

専
務
理
事

野
口
雅
春
（
東
日
本
組
合
事
務
局
長
）

理
　
　
事　

竹
内
雅
夫
（
東
日
本
組
合
副
理
事
長
・
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
取
締

役
会
長
）、
最
上
裕
光
（
東
日
本
組
合
副
理
事
長
・
最
上
Ｃ
Ａ
Ｎ
㈱

代
表
取
締
役
）、
水
戸
部
伸
寿
（
東
日
本
組
合
副
理
事
長
・
水
戸
部

製
缶
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、筒
井　

久
（
東
日
本
組
合
常
任
理
事
・

㈱
ト
ー
カ
ン
代
表
取
締
役
）、山
本
泰
則
（
東
日
本
組
合
常
任
理
事
・

㈱
東
都
製
缶
代
表
取
締
役
）、
神
宮
善
太
郎
（
東
日
本
組
合
常
任
理

事
・
㈱
神
宮
製
作
所
取
締
役
会
長
）、
馬
場
康
之
（
西
日
本
組
合
副

理
事
長
・
㈱
ゼ
ン
ユ
ー
代
表
取
締
役
会
長
）、
板
垣　

毅
（
西
日
本

組
合
理
事
・
三
国
金
属
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、石
川
博
章
（
中

部
組
合
副
理
事
長
・
側
島
製
罐
㈱
代
表
取
締
役
）、
松
永
明
人
（
中

部
組
合
副
理
事
長
・
静
岡
製
罐
㈲
代
表
取
締
役
）

監
　
　
事　

久
保
田　

徹
（
東
日
本
組
合
理
事
・
㈱
鳥
居
製
缶
代
表
取
締
役
社

長
）・
小
西
康
晴
（
西
日
本
組
合
副
理
事
長
・
生
野
金
属
㈱
代
表
取

締
役
）

役
員
改
選
で
理
事
14
人
、監
事
２
人
を
選
出

一般缶業界では令和３年３月の生産実績が前年同月比
93％台に回復していることから、順調に推移すれば１年を通
して昨年度を上回る実績を残すことも考えられる。本年度の
事業は新型コロナウイルス感染症の影響を見極めながら進
めていく。

一般缶ＰＲ事業では、可能な範囲内で学校教育との連携を
図り、一般缶ＤＶＤ『人の技と夢が詰まった一般缶』を使った
出前授業の推進を図る一方、一般缶ＤＶＤのＱＲコード化を
促進し、その普及に努める。また、昨年起こされた商標不使用
取消審判を契機に商標登録の目的にかなった「ノベルティ」
を製作する。さらに現在休止中の『優ＣＡＮレポート』の発行
を再開し、一般缶の良さを中身メーカーの声としてレポート
する。展示会でのＰＲでは、環境展「エコプロ2021」にスチー
ル缶リサイクル協会、全国十八リットル缶工業組合連合会と
共同出展し、リサイクルの優等生である一般缶の環境特性を
３Ｒの面から一般消費者等にアピールする。また、スチール
缶のリサイクルをより円滑に進めるため本連合会が自主制
定している「一般缶材質表示マーク」の使用に関するマニュ
アル改正問題では、一時凍結を継続し、商標不使用取消審判
の再発防止につなげられるよう、スチールマークの取り扱い
について、全日本一般缶ＰＲ活動推進協議会で検討する。

教育情報事業では、第44回全国流通委員会・部会協議会、
一般缶イノベーションフォーラム2021、令和４年新年賀詞
交歓会を開催する。このほか、調査研究事業を例年通り行う。

全
日
本
一
般
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工
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会
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全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

会 

長
　
廣
濵 
泰
久

令
和
３
年
６
月
11
日
開
催
の
全
日
本
一
般

缶
工
業
団
体
連
合
会
理
事
会
に
お
き
ま
し
て

会
長
に
選
出
さ
れ
、
就
任
い
た
し
ま
し
た
㈱

ヒ
ロ
ハ
マ
の
廣
濵
泰
久
で
ご
ざ
い
ま
す
。
任

期
と
な
る
２
年
間
、
一
所
懸
命
に
業
界
の
た

め
に
尽
力
す
る
所
存
で
お
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

当
方
は
、
缶
メ
ー
カ
ー
で
は
な
く
、
缶
の

部
品
を
専
門
に
製
造
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
の
伝
統
あ
る
一
般
缶
業
界
で
の
「
全
日
本

の
会
長
」
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
は
、

正
直
逡
巡
す
る
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
だ
、
当
方
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
お
客
様
は

缶
メ
ー
カ
ー
で
す
の
で
、
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
缶
業
界
の
発
展
・
繁
栄
を
一
番

の
望
み
と
し
て
い
る
立
場
で
も
あ
り
ま
す
。

文
字
通
り
、
心
か
ら
発
展
・
繁
栄
に
寄
与
で

き
る
よ
う
全
力
を
傾
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
て
約
1
年
半
。

大
変
に
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
自
粛
」
の
影
響
を
ま
と
も

に
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
安
易
な
こ
と
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま

せ
ん
が
、「
ど
ん
な
状
況
で
も
、
一
般
缶
は

今
後
と
も
必
要
と
さ
れ
て
い
く
」
と
い
う
こ

と
は
、
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
般
缶
と
い
う
、
世
に
も
美
し
い
容
器
、

そ
れ
を
作
り
こ
ん
で
い
く
生
産
体
制
・
技
術
、

世
に
送
り
出
す
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
等
々
、

こ
う
し
た
役
割
・
機
能
を
果
た
し
て
い
く
使

命
は
、
や
は
り
私
た
ち
が
担
っ
て
い
る
は

ず
。
最
大
限
素
晴
ら
し
い
形
で
世
の
中
に
提

供
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
幸
か
不
幸
か
リ
モ
ー
ト
で

の
会
合
が
可
能
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

全
日
本
と
し
て
の
活
動
に
お
い
て
は
、
そ
の

機
能
も
十
二
分
に
活
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と
も

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
是
非

ご
参
加
・
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
連
合
会
会
員
、

特
別
賛
助
会
員
、
一
般
賛
助
会
員
並
び
に
関

係
各
社
の
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご
隆
盛
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長
に
廣
濵
泰
久
氏

副
理
事
長
に
竹
内
雅
夫
氏

最
上
裕
光
氏

水
戸
部
伸
寿
氏（
新
任
）

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
令
和
３
年
５

月
14
日
、
東
京
・
文
京
区
湯
島
の
鉄
二
健
保
会
館

で
第
43
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委

任
状
を
含
め
32
人
。
竹
内
雅
夫
副
理
事
長
の
司
会

で
進
行
し
、最
上
裕
光
副
理
事
長
が
開
会
を
宣
し
、

廣
濵
泰
久
理
事
長
が
挨
拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り

議
事
進
行
。
上
程
さ
れ
た
「
令
和
２
年
度
事
業
報

告
書
及
び
決
算
関
係
書
類
承
認
の
件
」「
令
和
３

年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
並
び
に
経
費
の
賦
課

及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件
」「
令
和
３
年
度
借
入

金
残
高
の
最
高
限
度
決
定
の
件
」
は
、
い
ず
れ
も

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
任
期
満
了
に
伴
う

「
理
事
及
び
監
事
選
挙
の
件
」
は
、
選
考
委
員
に

よ
る
指
名
推
選
の
方
法
で
理
事
12
人
、
監
事
２
人

が
選
出
さ
れ
た
。
最
後
に
水
戸
部
伸
寿
理
事
が
閉

会
を
告
げ
終
了
し
た
。
ま
た
、
総
会
終
了
後
の
理

事
会
で
理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
常
任
理
事
が
選

出
さ
れ
た
。
新
役
員
は
次
の
通
り
。

理 

事 

長

廣
濵
泰
久
（
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
取
締
役
会
長
）

副
理
事
長

竹
内
雅
夫
（
総
会
運
営
委
員
長
・
金
方
堂
松
本

工
業
㈱
取
締
役
会
長
）、
最
上
裕
光
（
人
材
育

成
委
員
長
・
最
上
Ｃ
Ａ
Ｎ
㈱
代
表
取
締
役
）、

水
戸
部
伸
寿
（
新
任
・
Ｐ
Ｒ
委
員
長
・
水
戸
部

製
缶
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

常
任
理
事

神
宮
善
太
郎
（
新
任
・
表
彰
式
運
営
委
員
長
・

㈱
神
宮
製
作
所
取
締
役
会
長
）・
山
本
泰
則
（
新

任
・
㈱
東
都
製
缶
代
表
取
締
役
）・
筒
井　

久（
新

任
・
流
通
・
交
流
委
員
長
・
㈱
ト
ー
カ
ン
代
表

取
締
役
）

理
　
　
事

岩
田
明
義
（
新
任
・
江
戸
川
製
罐
㈱
代
表
取
締

コロナ禍での東日本組合総会シーン

会
員
組
合
通
常
総
会・理
事
会
報
告

拶 挨
会 長 就 任新
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役
）・
中
田
則
彦
（
新
任
・
エ
ヌ
エ
ス
金
属
工

業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）・
朝
倉
み
ど
り
（
㈱

江
東
堂
高
橋
製
作
所
取
締
役
）・
関
根
浩
二

（
C
P
S
M
会
運
営
委
員
長
・
㈲
須
貝
金
属
工

業
所
代
表
取
締
役
）・
久
保
田　

徹
（
新
任
・

㈱
鳥
居
製
缶
代
表
取
締
役
社
長
）

監
　
　
事

久
保
田
裕
美
（
㈱
久
保
田
製
罐
代
表
取
締
役
）・

髙
田　

剛（
㈲
髙
田
王
冠
製
作
所
代
表
取
締
役
）

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

副
理
事
長
　
水
戸
部 

伸
寿

水
戸
部
製
缶
㈱ 

代
表
取
締
役
社
長

副
理
事
長
就
任
挨
拶

令
和
３
年
５
月

14
日
開
催
の
東
日

本
一
般
缶
工
業
協

同
組
合
理
事
会
に

お
き
ま
し
て
副
理

事
長
に
就
任
致
し

ま
し
た
水
戸
部
製
缶
㈱
の
水
戸
部
伸
寿
と
申
し
ま

す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
般
缶
の
組
合

活
動
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
尽
力
致
し
ま
す
の
で

何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
令
和
と
い
う
時
代
の
中
に
お
い
て
私
達

製
缶
業
は
大
変
厳
し
い
環
境
下
に
お
か
れ
て
い
ま

す
。
資
材
や
輸
送
な
ど
の
高
騰
に
加
え
、
人
手
不

足
や
多
様
な
生
活
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
市
場
の
縮
小

な
ど
、
問
題
が
山
積
す
る
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
追
い
打
ち
と
な
り
、
そ
の
厳
し
さ
に
拍
車

を
か
け
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
S
D
G
s
等
、
消
費

者
意
識
の
中
に
環
境
へ
の
配
慮
は
確
実
に
芽
生
え

て
お
り
、
製
缶
業
界
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た

活
動
が
評
価
さ
れ
、
付
加
価
値
に
変
え
る
こ
と
の

で
き
る
社
会
に
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
風
を
確
実
な
需
要
に
変
え
ら
れ
ま

す
よ
う
、
廣
濵
理
事
長
を
中
心
と
し
て
皆
さ
ま
と

共
に
考
え
活
動
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今

後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

経
　
歴

１
９
７
４
年
３
月
東
京
都
生
ま
れ
。
２
０
０
４
年

３
月
水
戸
部
製
缶
㈱
入
社
。
２
０
０
７
年
12
月
常

務
取
締
役
船
橋
工
場
長
。
２
０
０
９
年
４
月
専
務

取
締
役
船
橋
工
場
長
。
２
０
１
４
年
12
月
代
表
取

締
役
社
長

■�

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
役
員
歴
／

２
０
１
５
年
５
月
理
事
。
２
０
１
９
年
５
月
常

任
理
事
。
２
０
２
１
年
５
月
副
理
事
長

■�

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
役
員
歴
／

２
０
１
９
年
６
月
理
事

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長
に
清
水
雄
一郎
氏

副
理
事
長
に
小
西
康
晴
氏

馬
場
康
之
氏

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
令
和
３
年
５

月
20
日
、
大
阪
市
北
区
の
同
組
合
事
務
所
で
第
53

期
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委
任
状
を

含
め
19
人
。
清
水
雄
一
郎
理
事
長
が
議
長
に
選
任

さ
れ
、
議
事
進
行
。「
令
和
２
年
度
事
業
並
び
に

決
算
報
告
書
の
承
認
の
件
」「
令
和
３
年
度
予
算

案
並
び
に
事
業
計
画
承
認
の
件
」
は
、
い
ず
れ
も

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
任
期
満
了
に
伴
う

「
役
員
改
選
の
件
」
は
、
指
名
推
選
で
行
わ
れ
、

理
事
９
人
、
監
事
２
人
が
選
出
さ
れ
た
。
馬
場
康

之
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。
総
会
後

の
理
事
会
で
理
事
長
及
び
副
理
事
長
が
選
出
さ
れ

た
。
新
役
員
は
次
の
通
り
。

理 

事 

長

清
水
雄
一
郎（
大
阪
製
罐
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

副
理
事
長

小
西
康
晴
（
生
野
金
属
㈱
代
表
取
締
役
）・

馬
場
康
之
（
㈱
ゼ
ン
ユ
ー
代
表
取
締
役
会
長
）

理
　
　
事

渡
邊
静
雄
（
江
戸
川
製
罐
工
業
㈱
代
表
取
締

役
）・
岩
橋　

徹
（
㈱
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
金
属
工

場
代
表
取
締
役
）・
下
宮
正
裕
（
下
宮
金
属
工

業
㈱
代
表
取
締
役
）・
有
山
健
一
（
エ
ー
ス
精

器
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）・
渋
谷
剛
志
（
明
和

金
属
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）・
板
垣　

毅

（
新
任
・
三
国
金
属
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

監
　
　
事

中
山
裕
文
（
中
山
製
缶
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）・

山
本
浩
之
（
山
雄
製
缶
工
業
㈱
代
表
取
締
役
）

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

理
事
長
に
安
藤
宏
行
氏

副
理
事
長
に
石
川
浩
章
氏

松
永
明
人
氏

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合
は
令
和
３
年
５
月
14

日
、
名
古
屋
市
中
村
区
の
O
K
B
ハ
ー
モ
ニ
ー

プ
ラ
ザ
で
第
71
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席

者
は
委
任
状
を
含
め
８
人
。
安
藤
宏
行
理
事
長
が

開
会
を
宣
し
、
挨
拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り
議
事

進
行
。
上
程
さ
れ
た
「
令
和
２
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
報
告
お
よ
び
剰
余
金
処
分
案
の
件
」、

「
令
和
３
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
承
認

の
件
」「
経
費
の
賦
課
お
よ
び
徴
収
方
法
の
決
定

に
関
す
る
件
」、「
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ス
㈱
代
表
交
替

の
承
認
に
関
す
る
件
」
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
承
認
さ
れ
た
。「
新
役
員
選
挙
に
関
す
る
件
」

は
指
名
推
選
で
行
わ
れ
、
理
事
６
人
、
監
事
１
人

が
選
出
さ
れ
た
。
総
会
後
の
理
事
会
で
理
事
長
及

び
副
理
事
長
が
選
出
さ
れ
た
。
新
役
員
は
次
の
通

り
。

理 

事 

長

安
藤
宏
行
（
日
東
製
罐
販
売
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）

副
理
事
長

石
川
浩
章
（
側
島
製
罐
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）・

松
永
明
人
（
静
岡
製
罐
㈲
代
表
取
締
役
社
長
）

理
　
　
事

池
田
祥
三
（
興
和
製
缶
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）・

近
藤
正
臣
（
社
会
福
祉
法
人
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
名

古
屋
金
属
工
場
代
表
）・
小
西
康
晴
（
新
任
・

セ
ン
タ
ー
プ
レ
ス
㈱
代
表
取
締
役
）

監
　
　
事

田
中
耕
太
郎
（
㈱
銅
辰
製
作
所
代
表
取
締
役
社

長
）
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「
S
D
G
s
の
取
り
組
み
事
例
」を
テ
ー
マ
に
開
催
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

水戸部製缶㈱営業部　薬師寺 高広
会社を代表して SDGs セミナーに

参加させて頂きました。 
昨今、聞き慣れた「SDGs」（持続可能な開発

目標）、講義を受ける前と後では大きく意識が変
わっていました。

SDGs は、すべての国の社会課題を対象とし
た 17 のゴールとその課題ごとに設定された達成
基準である 169 のターゲットから構成されてい
ます。

製造業として、当社製缶会社として社会から
求められているアクションは多くあると感じま
した。

考え方として現状分析を行い、原材料から製
品の廃棄までどんなことが結び付くのか、又、
これから取り組む SDGs はなにかを分けて考え
ます。

個人としてはリサイクル率の高い缶の良さを
得意先に理解してもらう、そういった身近な一
歩で参加意識を持ち社会的課題に向き合ってい
くことの重要性を感じました。

一般缶業界全体として、会社として、一人一人
が取り組む意義と必要性を理解・意識し行動をす
る。そういった積み重ねで社会的課題に取り組み、
私たちの未来の世界を今から豊かなものに変えて
いかなければならないと思います。

受講者
報告

ン
グ
を
行
っ
た
。
ま
と
め
と
し
て
橘
講
師
は

「
未
来
に
生
き
る
人
た
ち
の
た
め
に
自
分
ご
と

化
し
て
取
り
組
む
」「
個
人
、
会
社
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
、
最
終
消
費
者
な
ど
各
々
が
日

常
生
活
や
業
務
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
考
え

る
」「
S
D
Gs
へ
の
取
り
組
み
が
会
社
の
持

続
的
成
長
に
つ
な
が
る
」
こ
と
を
力
説
し
た
。

終
わ
り
に
水
戸
部
伸
寿
副
委
員
長
が

「
S
D
Gs
は
す
べ
て
の
人
に
当
て
は
ま
る
こ

と
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
す
べ
て
の
考
え
方
の

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
令
和
３

年
２
月
17
日
、
す
み
だ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
て
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を

活
用
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
「
S
D
Gs
の

取
り
組
み
事
例
」
を
開
催
し
た
。
人
材
育
成

委
員
会
（
委
員
長
・
最
上
裕
光
最
上
C
A
N

㈱
社
長
）
が
企
画
し
、
全
日
本
一
般
缶
工
業

団
体
連
合
会
傘
下
の
西
日
本
組
合
、
中
部
組

合
の
組
合
員
会
社
も
参
加
し
た
。
総
勢
で
16

社
28
人
。
松
村
明
宗
運
営
委
員
の
司
会
で
進

行
し
、
最
上
委
員
長
が
「
２
０
２
１
年
２
月

15
日
に
日
本
鉄
鋼
連
盟
が
発
表
し
た
『
我
が

国
の
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
関
す
る
日
本
鉄
鋼
業
の
基
本
方
針
』
に
触

れ
、
我
々
が
つ
く
る
ス
チ
ー
ル
缶
が
環
境
に

優
し
い
こ
と
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
の

で
は
な
い
か
」
と
一
般
缶
業
界
の
社
会
的
使

命
の
重
要
性
に
触
れ
な
が
ら
開
講
の
挨
拶
を

行
っ
た
。
講
師
は
中
小
企
業
診
断
士
で
同
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
橘　

真
美
子
氏
（
上
部
写
真
右
側
）。

橘
講
師
は

①�

S
D
G
s
と
17
の
開
発
目
標

②�

S
D
G
s
の
必
要
性

③�

S
D
G
s
は
誰
が
や
る
か
？

④�

日
本
政
府
の
取
り
組
み

⑤
製
造
業
の
た
め
の
S
D
G
s
ア
ク
シ
ョ
ン

⑥
S
D
G
s
取
り
組
み
事
例

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

ま
た
講
義
を
は
さ
ん
で
少
人
数
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
「
当
社
で
で
き
る
S
D
Gs
の

取
り
組
み
は
？
」「
私
が
で
き
る
S
D
Gs
の

取
り
組
み
は
？
」
に
つ
い
て
３
分
間
ミ
ー
テ
ィ

基
本
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。
私
た
ち
は

数
多
く
あ
る
鉄
以
外
の
他
素
材
容
器
と
競

合
し
て
い
る
中
、
利
便
性
や
付
加
価
値
を

高
め
て
い
く
こ
と
で
最
終
的
に
缶
を
選
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
る
が
、
ま

さ
に
取
引
自
体
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
が

S
D
Gs
だ
と
実
感
し
た
。
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
を
契
機
に
S
D
G
s
の
理
解
を
さ
ら

に
深
め
て
い
き
た
い
」
と
閉
会
の
挨
拶
を

述
べ
終
了
し
た
。

WEB
セミナー

一般缶連合会ニュース／第135号（令和3年7月30日）4



エコプロ2021にエコプロ2021に
出展します !出展します !

エコプロ2019出展ブースの様子

全
日
本
一
般
缶
工
業
団

体
連
合
会
は
令
和
３
年
６

月
11
日
、W
e
b
会
議
ツ
ー

ル「
Z
O
O
M
」を
活
用
し
、

第
44
回
全
国
流
通
委
員
会
・

部
会
協
議
会
を
開
催
し

た
。
今
回
は
西
日
本
組
合

の
当
番
で
東
日
本
組
合
、

西
日
本
組
合
、
中
部
組
合

か
ら
28
人
が
参
加
し
た
。

始
め
に
森
井
労
働
法
務
事
務
所
所
長
の
森
井
博
子
特
定
社
会
保
険
労
務
士
を

講
師
に
迎
え
、
働
き
方
改
革
関
連
法
及
び
改
正
労
働
基
準
法
の
ポ
イ
ン
ト
を
中

心
と
し
た
「
中
小
企
業
の
た
め
の
働
き
方
改
革
対
応
セ
ミ
ナ
ー
」
を
行
っ
た
。

全
体
会
議
で
は
、
東
日
本
組
合
の
廣
濵
泰
久
理
事
長
、
中
部
組
合
の
安
藤
宏
行

理
事
長
、
西
日
本
組
合
の
清
水
雄
一
郎
理
事
長
の
順
に
近
況
報
告
が
行
わ
れ
た
。

次
い
で
連
合
会
の
廣
濵
会
長
か
ら
全

日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動
推
進
協
議
会
の

報
告
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
連
合
会
が
令
和
３
年
５
月

31
日
に
実
施
し
た
「
鋼
材
値
上
げ
動

向
に
関
す
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結

果
を
東
日
本
組
合
の
筒
井　

久
流
通
・

交
流
委
員
長
が
報
告
し
た
。

最
後
に
３
組
合
の
理
事
長
か
ら
同

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
対
す
る
所
感
表

明
が
あ
っ
た
の
ち
終
了
し
た
。

全日本一般缶工業団体連合会はエコの最前線
が集結する展示会「エコプロ 2021」にスチール
缶リサイクル協会、全国十八リットル缶工業組合
連合会と共同出展します。

本展には環境への関心の高い一般消費者やビ
ジネスパーソン、行政・自治体など環境を取り巻
く多様なステークホルダーが一堂に集います。

この出展を通じて、さまざまな容器包装材が
ある中で、リサイクル率が 93.3％（2019 年度）
を誇る一般缶（スチール缶）は循環型社会の優
等生であることを広くＰＲします。

令和３年12月８日(水)～10日(金) 
10:00～17:00会 期

東京ビッグサイト東ホール会 場

全日本一般缶工業団体連合会

東日本一般缶工業協同組合は東京都中
小企業団体中央会主催の技と食の祭典「組
合まつり in ＴＯＫＹＯ」に出展し、世界
屈指のリサイクル率を示し、環境に優しく、
循環型社会に貢献している一般缶を広く
アピールし、販路拡大等を目指します。

令和３年１月27日開催「組合まつりin TOKYO」
LIVE配信ステージに出演した東日本組合野口雅春事務局長（中央）

右側はお笑い芸人ダイノジの大谷ノブ彦氏

東日本一般缶工業協同組合

技と食の祭典「組合まつり in ＴＯＫＹＯ」に出展します!技と食の祭典「組合まつり in ＴＯＫＹＯ」に出展します!

令和３年12月２日(木)～３日(金) 
10:00～17:00（２日は19:00まで）

会　期

東京国際フォーラム ホールＥ
会　場

中
小
企
業
の
た
め
の
働
き
方
改
革
を
学
ぶ

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

第
44
回
全
国
流
通
委
員
会
・

　
部
会
協
議
会
を
Z
O
O
M
開
催

鋼材値上げ緊急アンケート結果を報告する
筒井 久委員長

分かりやすく解説する森井博子氏

一般缶連合会ニュース／第135号（令和3年7月30日）5



全
日
本
金
属
印
刷
工
業

協
同
組
合
連
合
会

会
　
長  

中 

田 

正 

和

東
京
都
墨
田
区
業
平
一
─
二
─
六

本
所
ビ
ル
二
階

電　

話 

〇
三（
三
六
二
六
）二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
二
六
）二
五
〇
二

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
二
─
一
八
─
一

大
崎
フ
ォ
レ
ス
ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

電　

話 

〇
三（
四
五
三
一
）六
八
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
二
八
〇
）八
一
六
〇

東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

田 

辺 

敏 

幸

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
─
二
─
三

電　

話 

〇
三（
三
五
九
七
）三
一
一
一

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

北 

野 

嘉 

久

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
─
六
─
一

電　

話 

〇
三（
六
八
六
七
）四
一
一
一

日
本
製
鉄
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

橋 

本 

英 

二

東
京
都
墨
田
区
石
原
二
─
二
八
─
一
一

電　

話 

〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
八

株
式
会
社 

ヒ 

ロ 

ハ 

マ

代
表
取
締
役
社
長  

廣 

濵 

庄 

一 

郎

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話 

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
三

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

理
事
長  

安 

藤 

宏 

行

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
─
四
─
一
七

  

千
代
田
第
一
ビ
ル

電　

話 

〇
六（
六
三
五
三
）一
九
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
三
五
三
）一
九
六
七

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長  

清 

水 

雄 
一 
郎

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
─
四
─
五

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
五
〇
二

電　

話 

〇
三（
五
八
〇
九
）三
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
六
四
）〇
九
一
一

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長  

廣 

濵 

泰 

久

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

会
　
長  

廣 

濵
　  

泰 

久

副
会
長  

清 

水 

雄 

一 

郎

副
会
長  

安 

藤
　  

宏 

行

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
─
四
─
五

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
五
〇
二

電　

話 

〇
三（
五
八
〇
九
）三
一
三
六

東
京
都
錻
力
地
金
商
業

協
同
組
合

理
事
長  

松 

苗 

昭 

文

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
一
─
七

電　

話 

〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
八

茨
城
県
守
谷
市
百
合
ヶ
丘二

─
四
八
〇
七

電　

話 

〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
二

杉
浦
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

杉 

浦 

由 

記 

夫

千
葉
県
野
田
市
上
三
ヶ
尾
二
六
一

電　

話 

〇
四（
七
一
二
五
）一
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四（
七
一
二
五
）三
六
三
七

株
式
会
社
神
宮
製
作
所

代
表
取
締
役  
神 

宮 

芳 

次 

郎

茨
城
県
つ
く
ば
市
緑
ヶ
原
四
─
六

電　

話 

〇
二
九（
八
四
七
）七
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
二
九（
八
四
七
）六
七
七
九

エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

則 

彦

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
五
─
四
六
─
九

電　

話 

〇
三（
三
六
一
二
）四
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
一
七
）五
〇
三
四

江
戸
川
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

岩 

田 

明 

義

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町

一
─
一
三
─
一

電　

話 

〇
三（
三
八
六
六
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
六
六
）二
三
八
八

水
戸
部
製
缶
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

水 

戸 

部 

伸 

寿

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
─
二
八
─
一
二

電　

話 

〇
三（
三
八
三
一
）一
一
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
三
一
）七
一
四
四

金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

松 

本 

旭 

央

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
島
町
三
丁
一
三
一

電　

話 
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
四
〇

下
宮
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

下 

宮 

正 

裕

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
多
賀

小
字
西
松
ヶ
花
一

電　

話 

〇
七
七
四（
八
二
）二
〇
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
七
四（
八
二
）四
三
二
四

奥
村
製
鑵
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

奥 

村 

清 

司

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
北

一
─
七
─
三
八

電　

話 

〇
六（
六
九
六
八
）六
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
九
六
二
）三
二
五
八

江
戸
川
製
罐
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

渡 

邊 

靜 

雄 

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
加
島

四
─
一
〇
─
四
四

電　

話 

〇
六（
六
三
〇
九
）四
〇
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
三
〇
一
）二
一
〇
〇

株
式
会
社 

ゼ 

ン 

ユ 

ー

代
表
取
締
役
社
長  

砂 

川 

秀 

樹

大
阪
府
高
石
市
高
砂
三
─
二
四

電　

話 

〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
八
二

生
野
金
属
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

小 

西 

康 

晴

大
阪
府
東
大
阪
市
岩
田
町
二
─
三
─
二
八

電　

話 

〇
六（
六
七
二
三
）五
五
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
七
二
五
）三
四
七
〇

大
阪
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

清 

水 

雄 

一 

郎

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
─
一
〇

電　

話 

〇
七
二（
九
四
八
）〇
五
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
九
四
八
）二
八
五
五

有
限
会
社
山
野
初
製
缶
所

代
表
取
締
役  

木 

下 

光 

美

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中

五
─
一
一
─
二
四

電　

話 

〇
六（
六
四
五
一
）五
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
四
五
一
）〇
八
二
一

山
雄
製
缶
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

山 

本 

浩 

之

大
阪
府
高
石
市
取
石
七
─
五
─
一
六

電　

話 

〇
七
二（
二
七
四
）一
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
二
七
一
）六
三
六
五

明
和
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

渋 

谷 

剛 

志

大
阪
府
豊
中
市
豊
南
町
西
四
─
七
─
二
〇

電　

話 

〇
六（
六
三
三
二
）〇
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
三
三
四
）〇
二
五
五

三
国
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

板 

垣 

　
毅

大
阪
府
大
東
市
御
領
三
─
五
─
二
〇

電　

話 

〇
七
二（
八
七
四
）〇
九
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
八
七
五
）四
二
五
二

日
西
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

矢 

谷 

満 

里 

子

広
島
県
東
広
島
市
志
和
町
冠一一

六
五
─
二

電　

話 

〇
八
二（
四
三
三
）五
四
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
二（
四
三
三
）五
四
五
三

光
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

吉 

田 

龍 

一

暑中お見舞暑中お見舞
申し上げます申し上げます

（順不同）
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東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
─
七
一

電　

話 

〇
三（
五
六
八
七
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
五
六
八
七
）六
一
五
五

中
村
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

中 

村 

　
定

東
京
都
墨
田
区
太
平
四
─
五
─
一
五

電　

話 

〇
三（
五
六
一
一
）七
七
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
五
六
一
一
）七
七
六
〇

富　
　
　

安　

 

株
式
会
社

代
表
取
締
役  

田 

川 

正 

之

東
京
都
墨
田
区
本
所
一
─
二
─
三

電　

話 

〇
三（
三
六
二
三
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
二
二
）六
二
六
四

高
野
興
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

高 

野 

康 

弘

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話 

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
三

日
東
製
罐
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

安 

藤 

宏 

行

千
葉
県
船
橋
市
小
野
田
町
一
五
一
二
─
三

電　

話 

〇
四
七（
四
五
七
）五
四
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七（
四
五
七
）七
二
三
八

東
都
金
属
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

菅 

谷 

誠 

一

茨
城
県
稲
敷
郡
河
内
町
長
竿冨田

四
四
六
二

電　

話 

〇
二
九
七（
八
六
）二
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
九
七（
八
六
）二
四
二
〇

大
成
ブ
リ
キ
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

正 

和

千
葉
県
市
川
市
塩
浜
一
─
一
四

電　

話 

〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
一
九

株
式
会
社 

Ｍ 

Ｏ 
Ｂ 
Ｙ

代
表
取
締
役  

宮 

内 
　
太

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話 

〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
五

エ
イ
コ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

菊 

井 

　
治

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
五
─
四
八
─
一
五

電　

話 

〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
六
〇

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

茂 

木 

孝 

之

埼
玉
県
越
谷
市
新
川
町
一
─
一
四
五

電　

話 

〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
三
〇

明
邦
鋼
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

窪 

島 

孝 

行

三
重
県
伊
勢
市
佐
八
町
八
九
四

電　

話 

〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
六

株
式
会
社
Ｎネ

ピ

ユ

ー

・
Ｐ・
Ｗ
技
研

代
表
取
締
役
社
長  

山 

本 

将 

之

埼
玉
県
川
口
市
東
領
家
四
─
七
─
一

電　

話 

〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
八

新
里
機
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

金 

澤 

幸 

一

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
八
一

電　

話 

〇
四
七（
三
六
二
）〇
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
四
七（
三
六
二
）八
七
一
五

株
式
会
社
江
連
金
属
印
刷
所

代
表
取
締
役  

江 

連 

　
一

株
式
会
社

城
北
錻
力
印
刷
工
業
所

代
表
取
締
役
社
長  

竹 

腰 

忠 

臣

千
葉
県
野
田
市
木
間
ヶ
瀬
二
五
〇
一
─
一

電　

話 

〇
四
七
一（
九
八
）二
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七
一（
九
八
）二
七
七
九

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一
─
三
八
─
六

電　

話 

〇
四
八（
九
五
三
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
五
三
）五
四
二
一

二
橋
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

二 

橋 

英 

之

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話 

〇
四
八（
九
二
五
）一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
二
八
）二
六
二
〇

富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

菊 

井 

　
治

大
阪
府
摂
津
市
別
府
二
─
三
一
─
一
八

電　

話 
〇
六（
六
三
四
九
）一
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
六（
六
三
四
九
）七
二
二
八

西
部
容
器
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

川 

島 

大 

吾

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
─
一
六

電　

話 

〇
七
二（
九
四
九
）六
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
九
四
九
）六
七
五
九

日
東
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

大 

久 

保
　 

出

大
阪
府
大
阪
市
西
区
北
堀
江

一
─
二
二
─
一
四

電　

話 

〇
六（
六
五
四
一
）九
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
五
四
一
）三
五
八
八

三
幸
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

武 

田 

有 

広

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根
二
─
六
─
三

電　

話 

〇
六（
六
七
四
八
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
七
四
六
）〇
四
〇
〇

是
松
鋼
商
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

是 

松 

一 

郎

大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
万
代
東

一
─
一
─
四
〇

電　

話 

〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
七

株
式
会
社
井
上
博
商
店

代
表
取
締
役
社
長  

井 

上 

歩 

美

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
満
二
─
一
二
─
八

電　

話 

〇
六（
六
三
五
三
）〇
九
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
三
五
三
）九
四
四
九

松
本
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

松 

本 

勝 

俊

株
式
会
社

セ
ゾ
ン
保
険
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役
社
長  

富 

岡 

勝 

巳

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
四
─
二
一
─
一

ア
ウ
ル
タ
ワ
ー
四
階

電　

話 

〇
三（
三
九
八
八
）一
五
二
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
九
八
五
）八
二
三
七

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩
五
─
一
七
─
二

電　

話 

〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

大
貫
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

大 

貫 

雄 

一

株
式
会
社

愛
罐
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役  

桒 

田 

敬 

士

東
京
都
渋
谷
区
本
町
二
─
三
九
─
一
四

電　

話 

〇
三（
五
三
〇
四
）五
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
五
三
〇
四
）五
五
一
六

暑中お見舞暑中お見舞
申し上げます申し上げます

（順不同）
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「
令
和
2
年
度
下
期
情
報
連
絡
員

	

報
告
会
」

３
／
19	

第
６
回
理
事
会（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）

３
／
24	

事
務
局
長
協
会

	

「
第
65
回
定
期
総
会
」

４
／
９	

監
事
会

４
／
14	

第
68
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

４
／
16	

第
１
回
理
事
会（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）

４
／
22	

組
合
士
協
会

	

「
正
副
会
長
会
議
」「
役
員
会
」

４
／
26	

事
務
局
長
協
会「
理
事
会
」

	

（
T
e
a
m
s
）

５
／
11	

第
1
回
流
通
・
交
流
委
員
会

	

（
Z
O
O
M
）

５
／
13　

組
合
士
協
会

	
「
正
副
会
長
会
議
」「
通
常
総
会
」

５
／
14	
第
43
回
通
常
総
会

５
／
14	

臨
時
理
事
会

５
／
19	

東
京
都
鉄
二
健
康
保
険
組
合

	

「
第
５
０
０
回
理
事
会
」

	

（
Remo
te 

Mee
t
ing
）

５
／
31	

東
京
中
央
会「
第
69
回
通
常
総
会
」

６
／
９	

第
２
回
流
通
・
交
流
委
員
会

	

（
Z
O
O
M
）

７
／
８	

東
京
都
鉄
二
健
康
保
険
組
合

	

「
第
５
０
１
回
理
事
会
」

	

（
Remo
te 

Mee
t
ing
）

７
／
29	

東
京
都
鉄
二
健
康
保
険
組
合

	

「
第
１
２
６
回
組
合
会
」

	

（
Remo
te 

Mee
t
ing
）

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

３
／
25	

役
員
会
Z
O
O
M
会
議

５
／
20	

第
53
期
通
常
総
会

６
／
７	

三
役
Z
O
O
M
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

２
／
10	

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会「
研
修
会
」

	

（
T
e
a
m
s
）

３
／
23	

第
１
回
理
事
会（
役
員
会
）

	

（
Z
O
O
M
）

３
／
23	

第
３
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

	

進
協
議
会（
Z
O
O
M
）

４
／
12	

第
１
回
正
副
会
長
会
議（
Z
O
O
M
）

４
／
21	

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

５
／
19	

連
合
会
監
査

５
／
27	

第
１
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

	

推
進
協
議
会（
Z
O
O
M
）

５
／
27	

第
1
回
理
事
会（
役
員
会
）

	

（
Z
O
O
M
）

６
／
11	

第
43
回
定
時
総
会（
Z
O
O
M
）

６
／
11	

第
２
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

	

進
協
議
会（
Z
O
O
M
）

６
／
11	

第
44
回
全
国
流
通
委
員
会
・

	

部
会
協
議
会（
Z
O
O
M
）

６
／
30	

新
会
長
就
任
挨
拶
回
り

７
／
９	

第
２
回
理
事
会（
役
員
会
）（
書
面
）

７
／
20	

第
３
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

	

推
進
協
議
会（
Z
O
O
M
）

７
／
28	

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

令
和
3
年
8
月
か
ら

令
和
4
年
1
月
ま
で
の
行
事
予
定

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

９
／
２	

第
２
回
理
事
会

11
／
10	

第
69
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

12
／
１	

第
３
回
理
事
会
・
忘
年
会

12
／
２
～
３　

東
京
中
央
会

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

　

令
和
３
年
４
月
14
日
取
手
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
で
第
68
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
を
開
催
し
た
。
参
加

者
は
18
人
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

優
勝	

海
老
塚 

与
将
氏	

48
42
90
16
74

	（
エ
ム
・
イ
ー・
Ｃ
Ａ
Ｎ
）

二
位	

江
連  

一
義
氏	

46
44
90
13
77

	

（
江
連
金
属
印
刷
所
）

三
位 	

中
村 

匡
宏
氏	

44
48
92
13
79

	

（
神
宮
製
作
所
）

シ
ニ
ア
枠

優
勝	

廣
濵 

泰
久
氏	

48
46
94
12
82

	

（
ヒ
ロハマ
）

　

次
回
は
令
和
３
年
11
月
に
開
催
予
定
。

令
和
3
年
2
月
か
ら

7
月
ま
で
の
行
事

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

２
／
４	

東
京
都
鉄
二
健
康
保
険
組
合

	

「
第
４
９
９
回
理
事
会
」

	

（
Remo
te 

Mee
t
ing
）

２
／
８	

第
２
回
人
材
育
成
委
員
会

２
／
17	

人
材
育
成
委
員
会
Ｗｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー

	

「
S
D
Gs
の
取
り
組
み
事
例
」

	

（
Z
O
O
M
）

２
／
18	

東
京
中
央
会「
組
合
運
営
講
習
会
」

２
／
25　

東
京
都
鉄
二
健
康
保
険
組
合

	

「
第
１
２
５
回
組
合
会
」

	

（
Remo
te 

Mee
t
ing
）

３
／
２	

事
務
局
長
協
会「
理
事
会
」

３
／
３	

第
２
回
理
事
懇
談
会（
Z
O
O
M
）

３
／
９	

商
工
中
金

	

「
都
内
店
舗
合
同
事
務
局
長
会
議
」

	

（
Ｗｅ
ｂｅｘ
）

３
／
10	

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
打
合
せ

３
／
10	

組
合
士
協
会

	

「
正
副
会
長
会
議
」「
常
任
理
事
会
」

３
／
17	

東
京
中
央
会

令和２年１２月～令和３年５月までの
一般缶生産出荷実績

 （単位：t）

	

「
組
合
ま
つ
り
i
n  

T
o
k
y
o
」

令
和
4
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１
／
13	

三
役
挨
拶
回
り

１
月
下
旬　

第
41
回
優
良
従
業
員
表
彰
式

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

８
／
６	

役
員
会　

10
月
上
旬　
４
Ｓ
会

10
月
下
旬　

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会
予
定

11
月
中
旬　

合
同
部
会

12
／
３　

役
員
会

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

９
／
６	

経
済
産
業
省
金
属
課

	

「
令
和
３
年
度

	

一
般
缶
業
況
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

10
／
27	

一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
フ
ォ
ー
ラ
ム

	

２
０
２
１

12
／
８
～
10　
「
エコ
プ
ロ
２
０
２
１
」出
展

令
和
4
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１
／
12	

三
役
年
始
挨
拶
回
り

１
／
21	

第
３
回
理
事
会

１
／
21	

第
４
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

	

推
進
協
議
会

１
／
21	

２
０
２
２
年
新
年
賀
詞
交
歓
会

年 月 生 産
出　　　　荷

在　庫
販　売 その他

経 

済 

産 

業 

省 

デ 
ー 
タ

2. 12 　5,252 5,382 　　　４ 9,375
（5,264） （5,292） （２） （7,714）

3.   1 　4,692 　4,462 　　27 　9,558
（5,175） （4,814） （63） （8,003）

2 　4,509 　4,612 　　　２ 9,450
（4,898） （4,540） （50） （8,268）

3 5,501 5,275 　10 9,664
（4,783） （4,723） （９） （8,261）

4 　4,762 4,679 　２ 9,736
（4,344） （4,002） （14） （8,579）

5 　4,335 　4,199 　　　５ 9,886
（3,389） （3,317） （９） （8,653）

年 月 生 産
出　　　　荷

在　庫
販　売 その他

連 

合 

会 

デ 

ー 

タ

2. 12 3,369 3,554 6,806
（3,835） （4,086） （6,767）

3.   1 　2,569 ２,550 6,961
（3,318）（３,177） （6,773）

2 2,495 　２,482 6,921
（3,254） （３,116） （6,881）

3 2,839 ２,781 6,953
（3,042）（２,907） （6,961）

4 　2,991 　２,920 　7,086
（2,927）（２,648） （7,123）

5 　2,738 　２,655 　7,161
（2,256）（２,167） （7,209）

（　　　）内は前年同月実績
経済産業省データは生産動態統計鉄鋼月報より転載

合
伝
言
板

組
《
代
表
者
交
代
》

（
東
日
本
組
合
員
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

㈱
Ｍ
Ｇ
Ｓ

　

取
締
役
社
長	

斎
藤　

明
氏　

令
和
２
年
７
月

金
方
堂
松
本
工
業
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長	

松
本
旭
央
氏

　

令
和
３
年
３
月

（
東
日
本
特
別
会
員
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
本
製
罐
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

松
田
豊
彦
氏

　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
６
月

（
西
日
本
賛
助
会
員
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

㈱
神
光　

　

代
表
取
締
役
社
長	

小
河
朋
久
氏

　
　

令
和
３
年
４
月

《
脱
退
組
合
員
》

（
東
日
本
組
合
員
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

㈲
吉
永
製
缶
所　
　
　
　

令
和
３
年
３
月
31
日

（
東
日
本
協
力
会
員
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

㈱
篠
宮
工
業
所　
　
　
　

令
和
２
年
９
月
20
日

（
西
日
本
組
合
員
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

新
高
垣
製
缶
㈱　
　
　　

令
和
３
年
３
月
31
日

明
和
リ
ー
ス
㈱

　

令
和
３
年
３
月
31
日
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